
３

５

11月22日に開催されたサイクリング大会

「いしづち山麓ＳＷＥＥＴライド」

　　　　　　　　（関連記事24ページ）

１月号１月号

平成28年平成28年
20162016

楽しくライド
　スイートライド

平成27年を振り返って　西条市の主な出来事

栄典受章、各種表彰６

４

新年のごあいさつ２

「障害者週間」記念標語優秀作品発表　ほか７

西条秋まつり写真コンテスト入賞作品紹介８

市長コラム「キャッチボール」11

西条市・愛媛大学公開シンポジウムの開催報告　ほか10

市民活動支援センターがオープンします９
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
初
春
の
ご
祝
詞

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
健
勝
と
限
り
な
い
ご
清
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、
昨
今

の
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
に
目
を

向
け
ま
す
と
、
長
ら
く
デ
フ
レ
不

況
下
に
あ
っ
た
地
域
経
済
も
、
雇

用
環
境
や
所
得
に
改
善
傾
向
が
見

ら
れ
、
個
人
消
費
、
企
業
の
設
備

投
資
と
も
に
緩
や
か
な
持
ち
直
し

の
基
調
が
示
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
政
府
に
お
け
る

ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
に

よ
る
景
気
回
復
の
持
続
や
、
地
方

の
活
性
化
に
よ
る
新
た
な
国
づ
く

り
の
さ
ら
な
る
伸
展
に
期
待
す
る

と
と
も
に
、
市
政
を
担
う
者
と
し

て
、
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た

政
策
実
現
に
鋭
意
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

一
方
、
本
市
に
お
い
て
は
、
第

２
期
西
条
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
市
民
の
皆
様
と
心
を
一

つ
に
取
り
組
む
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
態
勢
を
整
え
ま
す
と

と
も
に
、
人
口
減
少
の
克
服
に
向

け
た
「
西
条
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、

全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
総
合
６

次
産
業
都
市
の
推
進
を
核
に
本
市

地
域
創
生
の
事
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
今

春
開
館
予
定
の
「
西
条
市
地
域
創

生
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
は
、
地

元
愛
媛
大
学
の
拠
点
機
能
を
併
せ

持
つ
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
地
域
課
題

に
対
応
で
き
る
体
制
が
構
築
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
数
少
な
い
山

岳
競
技
施
設
「
石
鎚
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
パ
ー
ク
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
が
待
望

の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
ほ
か
、
積

年
の
課
題
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
伊
予
西

条
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
見
通

し
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
平
成
29
年

度
に
開
催
の
え
ひ
め
国
体
・
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た

環
境
整
備
が
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
道
前
平
野
地
区
国

営
ほ
場
整
備
事
業
や
、
東
予
港
中

央
地
区
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
の
起
工
な
ど
、
将
来

の
当
地
域
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
大
規
模
事
業
も
着
実
に

進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
多
様
な
政
策
展
開
に
よ

っ
て
、
本
市
は
、
産
業
都
市
と
し

て
の
発
展
の
基
盤
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
海
上
輸
送
の
利
便
性
を

生
か
し
た
防
災
・
物
流
拠
点
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
人
々
の
交
流

拠
点
、
産
・
学
・
官
・
金
・
地
域

の
連
携
拠
点
と
い
っ
た
四
国
地
方

で
確
固
た
る
役
割
を
担
い
得
る
都

市
と
し
て
、
力
強
く
歩
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、「
人
が
つ
ど
い
、

ま
ち
が
輝
く
、
快
適
環
境
実
感
都

市
」
の
実
現
に
向
け
邁
進
し
つ
つ
、

地
域
創
生
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
全
国
を
牽
引
す
る
最
上
の
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
こ
の

上
な
が
ら
の
お
力
添
え
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
元
旦

謹 賀 新 年

New Year's Message

西条市長 青野　勝

皆様と共に最上の西条へ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
成
28
年
の
初
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧

年
中
は
市
議
会
の
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
総
人
口
の
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
一
段
の
進
行
、
潜
在
成

長
率
の
低
下
な
ど
、
社
会
・
経
済

構
造
の
変
化
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て

は
、
昨
年
を
「
地
方
創
生
元
年
」

と
位
置
付
け
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て

「
活
力
あ
る
日
本
社
会
」
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
地
方
へ
の
多

様
な
支
援
と
「
切
れ
目
」
の
な
い

施
策
を
打
ち
立
て
、
地
方
創
生
の

深
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
し

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
国
の
施
策

を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
の
克
服
、

地
域
社
会
・
経
済
の
課
題
に
一
体

的
に
取
り
組
む
た
め
、「
西
条
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
西
条
市
版
地

域
創
生
が
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
民
を
代
表
す
る
意
思
決
定
機
関

と
し
て
、
本
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
解
決
し
、
持
続
的
発

展
を
遂
げ
る
べ
く
、
本
会
議
や
委

員
会
活
動
を
通
じ
て
、
政
策
決
定

に
係
る
議
論
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行

う
と
と
も
に
、
従
来
の
発
想
や
考

え
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
政
策
を
提

言
す
る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た

舵
取
り
が
で
き
る
よ
う
創
意
工
夫

を
積
み
重
ね
、
市
の
将
来
都
市
像

で
あ
る
「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が

輝
く
、
快
適
環
境
実
感
都
市
」
の

実
現
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力
を

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
常
に
時
代
に
対
応
し

た
地
方
分
権
を
先
導
す
る
議
会
を

め
ざ
し
て
、
い
っ
そ
う
の
議
会
改

革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
よ
り

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努

め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
議
員
一
丸
と
な

り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
か
本
年
も
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
ご
健
勝
で
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
八
年
元
旦

西
条
市
議
会
議
員
一
同

謹 賀 新 年

新年のごあいさつ

西条市議会議長 一色輝雄

より開かれた議会運営へ



１月

11日　合併10周年を記念してハーフマラソンの部を

　　設けた「うちぬきマラソン大会」を開催

17日　初めての市内一斉避難訓練を実施

22日　西条市が国の地方創生モデル事業に認定

25日　書道家・武田双雲氏を講師に西条市ＰＴＡ大

　　会で合併10周年記念特別講演会を開催

26日　西条市使用料等審議会が水道料金改正を答申

31日～２月１日　第２回総合６次産業都市推進会議

１日　高機能消防指令センターの運用開始

３日　四国４県から約800人が集い、シンポジウム

　　「四国の新幹線実現を目指して」を開催

６日　船屋王至森寺線、中城三津屋線ほか２路線開通

８日　日本ハンドボールリーグ（広島メイプルレッ

　　ズ対オムロン）を開催

16日　西条市国際交流協会を発足

20日　社会福祉・医療・社会医療の市内17法人と災

　　害時応援協定を締結

22日　東予港を活用した地域活性化を考える会

22日　県下初となる愛媛大学ＣＯＣ公開講座を開催

27日　㈱ジェイコムと災害時応援協定を締結

３～30日　西条図書館で「千の風になったあなたへ

　　贈る手紙作品展＆新井満の世界」を開催

７日　市民講座「台湾電力の父」松木幹一郎の生涯

13日　街路喜多川朔日市線が一部供用開始

21日　千の風モニュメント除幕式、ＪＲ伊予西条駅

　　の列車到着メロディに「千の風になって」採用

23日　今治市・西条市・休暇村瀬戸内東予による災

　　害時応援協定を締結

25日　再整備後の西条市民公園が開園

26日　ＪＲ壬生川駅西広場・東西自由通路「ぽんぽ

　　こ橋」が完成

30日　西条市ホームページをリニューアル

１日　第２期西条市総合計画がスタート

１日　市内体育施設の使用料統一による運用開始

１日　ベトナムの首都ハノイに市内中小企業を支援

　　するビジネスサポートデスクを開設

18日　消防団三芳分団の蔵置所が完成し運用開始

23日　小松温芳図書館が子どもの読書活動優秀実践

　　図書館として文部科学大臣表彰を受賞

28日～５月２日　ベトナム・フエ市での伝統工芸フ

　　ェスティバル2015に西条市ブースを出展

10日　石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ完成

25日　愛顔（えがお）つなぐえひめ国体・えひめ大

　　会西条市実行委員会第３回総会

29日　ＪＲ壬生川駅前に国交省の東予港出張所開設

30日　西条市国際交流協会設立総会・記念講演会

２月

３月

４月

５月

西条市の主な出来事西条市の主な出来事

▲西条市の「四国経済を牽引する『総合６次産業都市』推進計画」が

　地方創生モデル事業として国の地域再生計画に認定。（１月22日）

▲「千の風になって」ゆかりのまちのシンボルとなるモニュメント完

　成に、新井満さんなど市内外から多くが出席して祝福。（３月21日）

▲2017年えひめ国体に向けて整備した石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ

　の完成記念に、約140人の小中学生が山岳競技を体験。（５月10日）

▲四国の物流・防災の拠点港をめざした東予港中央地区複合一貫輸送

　ターミナル整備事業に向けて国交省の出張所が５月開設、９月起工。

整備事業の起工式（９月６日）整備事業の起工式（９月６日）出張所の開所式（５月29日）出張所の開所式（５月29日）

西条市の主な出来事西条市の主な出来事西条市の主な出来事西条市の主な出来事振り返って振り返って
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６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１日　市内郵便局20局と災害時応援協定を締結

１日　石鎚環境協同組合と災害時応援協定を締結

７日　当市出身の格闘家・恭士郎選手がビッグバン

　　スーパーライト級の日本チャンピオン獲得

13日　新潟市と災害時相互応援協定を締結

15日　西条石材組合と災害時応援協定を締結

16日　愛媛県西条市絹かわなす協議会が設立

９日　東京での日経地方創生フォーラムにて「総合

　　６次産業都市」の取り組みを市長が講演

20日　新潟市新津鉄道資料館と四国鉄道文化館の姉

　　妹館協定を締結、協定記念イベントを開催

５日　フジボウ愛媛㈱壬生川工場と大新田自主防災

　　会が災害に強いまちづくり応援協定を締結

９日　石鎚山で開山1330年と国定公園指定60周年を

　　記念して「鎖がつなぐ感謝のキモチ」を開催

11日　世界剣道選手権大会女子団体の部で優勝した

　　黒河香菜さんに西条市スポーツ敢闘賞を贈呈

26・29日　ミュージカル「走れ！夢の新幹線～キク

　　とシンジの物語～」西条公演・丹原公演

６日　東予港中央地区複合一貫輸送ターミナル整備

　　事業起工式

11日　愛媛銀行と地域活性化の連携・協力協定締結

12日　西条市防災士連絡協議会に「女性部」が誕生

14日　市内警察署と安全・安心連携協定を締結

19日　西条市偉人顕彰特別講演会「日野強の足跡」

26日　永納山城跡国史跡指定10周年記念シンポジウム

30日　平成24年９月からの庁舎整備事業が完了

15日　消防団女性消防隊が第22回全国女性消防操法

　　大会に出場

25日　石鎚国定公園指定60周年記念・山フェス2015

25日　第68回全日本合唱コンクール全国大会の中学

　　校部門混声合唱の部で西条北中学校が金賞受賞

31日　西条商店街でハロウィンパーティ2015を開催

１日　初代市長・故伊藤宏太郎氏に名誉市民章贈呈

８日　西条市ＰＴＡ大会で「ネット社会から子ども

　　を守る安全宣言」を採択

９日　カルビーポテトチップス愛媛西条ナポリタン

　　味が中四国地域・期間限定で販売開始

17日　西条西警察署の新庁舎が起工

22日　いしづち山麓ＳＷＥＥＴライド

25日　ＩＣＴを活用した教育実証事業研究大会

26日　西条市・愛媛大学公開シンポジウム

13日　十河文書研究会による十河信二先生顕彰連続

　　講座がスタート

▲昭和30（1955）年11月１日の石鎚国定公園指定から60周年を迎え、

　石鎚の魅力を再認識するさまざまな記念イベントを各所で開催。

成就から弥山頂上をエコテープでつないだ「鎖がつなぐ感謝のキモチ」（８月９日）成就から弥山頂上をエコテープでつないだ「鎖がつなぐ感謝のキモチ」（８月９日）

▲名誉市民・十河信二氏の半生を描く市民ミュージカル「キクとシン

　ジの物語」の公演に、満席の会場から感動の嵐。（８月26・29日）

▲２月に設立した西条市国際交流協会と、西条商店街まちづくり協議

　会が主催したハロウィンパーティに約1,000人が参加。（10月31日）

▲２月12日に逝去された初代市長・故伊藤宏太郎氏が名誉市民に選定

　され、市制施行記念日にご遺族へ名誉市民章を贈呈。（11月１日）

在りし日の伊藤宏太郎氏在りし日の伊藤宏太郎氏

平成27（2015）年を振り平成27（2015）年を振り
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栄
典
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
こ
の
た
び
、
次
の
方
々
が
叙
勲
・
褒
章
の
栄

誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

※受章者のご紹介は、本人の承諾を得た方についてご紹介しております。

厚生労働大臣表彰

法務大臣表彰

叙勲

旭日小綬章
地方自治功労

髙田正敏氏
（大町）

　昭和54年から７期27年の長きに

わたり西条市議会議員として行政

運営に参画され、この間、副議長

等の要職を歴任され、市政の発展

や住民福祉の向上、地方自治の振

興に多大な貢献をされました。

叙勲

瑞宝小綬章
裁判官功労

益田義弘氏
（神拝）

叙勲

瑞宝単光章
矯正業務功労

伊藤博道氏
（大町）

　昭和42年に裁判所に奉職し、平

成16年簡易裁判所判事となり、大

阪、松山、観音寺等の各簡易裁判

所の裁判官として、裁判業務に携

わり公平公正な業務の執行に多大

な貢献をされました。

　昭和50年から38年余の長きにわ

たり法務事務官（刑務官）として受

刑者の指導や矯正教育に携わり、

社会の治安維持に多大な貢献をさ

れました。

共同募金運動

奉仕者

青木浩子氏
（洲之内）

　長年にわたり共同募金運動の推進

に精励され、募金運動を通して地域

福祉の向上に尽力されています。

渡邊幸子氏
（小松町南川）

民生委員・

児童委員功労

　長年にわたり民生・児童委員とし

て地域福祉の向上に尽力されていま

す。

岩本美代子氏
（壬生川）

ボランティア

功労者

　長年にわたり手話指導および人材

育成を精力的に行い、その活動をと

おして地域福祉の向上に尽力されて

います。

鈴木優子氏
（明屋敷）

更生保護功労

　長年にわたり保護司として職務に

精励され、更生保護活動の伸展と地

区保護司会の発展に多大な貢献をさ

れています。

援護事業功労

妻鳥清孝氏
（飯岡）

　長年にわたり英霊顕彰の高揚に努

められ、戦没者遺族の福祉向上に尽

力されています。

叙勲

瑞宝単光章
消防功労

木藤　清氏
（大町）

　昭和43年から45年余の長きにわ

たり消防団業務に精励され、この

間、西条市消防団長等の要職を歴

任され、その豊富な知識と経験を

もって消防組織の強化に多大な貢

献をされました。

叙勲

瑞宝双光章
教育功労

髙橋和彦氏
（大町）

　昭和24年から39年の長きにわた

り学校教育に携わり、この間、西

条市立神拝小学校長等の要職を歴

任されるなど、義務教育の伸展に

多大な貢献をされました。

叙勲

瑞宝単光章
警察功労

村上盛義氏
（丹原町田野上方）

　昭和38年から38年の長きにわた

り警察業務に携わり、各種犯罪の

予防と検挙に尽力されるなど、住

民の安全と治安維持に多大な貢献

をされました。

褒章

黄綬褒章
業務精励

安藤晶文氏
（玉之江）

　40年余の長きにわたり建設業務

に携わり、業務に精励されたこと

は他の模範となり、また㈳愛媛県
建設業協会西条支部常任相談役理

事等の要職を歴任されるなど、多

大な貢献をされました。
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公的年金等の申告相談会

公的年金等を受給されている方へ

▼申告相談会の日時・場所

問合せ

　伊予西条税務署個人課税部門　TEL0897－56―3292

丹原
小松

地区 日　　時 場　　所

２月３日㈬
９時～16時

東予
２月４日㈭・５日㈮
９時～16時

東予総合支所
３階

　公的年金受給者を対象に、確定申告書の作成方法な

どをアドバイスします。

※混雑を避けるため、地区ごとに申告相談会の日時を

　指定しています。どうしても都合が悪い方は、期間

　内の他の日時に来場するか、２月16日㈫以降に各地
　区公民館などで市が行う「市県民税・国民健康保険

　税申告相談会」にお越しください。

※前年分をイータックスで申告された方で、税務署か

　ら「お知らせはがき」が届いた方は、そのはがきを

　お持ちください。

※当日はかなりの混雑が予想されます。医療費控除の

　明細書などは事前に作成してきてください。

※当日は公的年金を受給されている方の申告相談を予

　定しています。平成27年中に土地や株の譲渡があっ

　た方の申告相談は、ご遠慮ください。

▼必要な書類など

○前年分をイータックスで申告された方は、「お知ら

　せはがき」と、申告時に封筒に入れてお渡しした送

　信票

○確定申告書（ない場合は会場でお渡しします）

○平成27年分の公的年金・給与所得などの源泉徴収票

※公的年金以外に収入のある方は、その所得の計算に

　必要な書類

○健康保険料（国民健康保険税など）の支払金額が分

　かる書類

○国民年金保険料などの支払いを証明する書類

○生命保険料や地震保険料などの控除証明書

○医療費の領収書など、所

　得控除に必要な書類

○還付金を受け取る場合は

　預貯金口座番号（本人名

　義）の分かるもの

○印章、筆記用具

○公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下

　で、かつ、その公的年金等の全部が源泉徴収の

　対象となる場合において、公的年金等に係る雑

　所得以外の所得金額が20万円以下の場合には、

　所得税・復興特別所得税の確定申告は必要あり

　ません。この場合でも、還付を受けるためには

　確定申告書を提出する必要があります。

○所得税・復興特別所得税の確定申告の必要がな

　い場合でも、市への市県民税申告は必要です。

　ご注意ください。

　障害者週間（12月３日～９日）にちなんで、障害者

福祉やボランティア活動をテーマにした標語を市内の

小学５・６年生から募集したところ、1,868点の応募

がありました。審査の結果、次の方々が受賞されまし

た。（敬称略）

■最優秀賞

○髙橋映子（神戸小６年）

　どんな人も　必ず誰かに支えられている

　一人じゃないよ　皆がいる

■優秀賞

○近藤綾乃（三芳小６年）

　「しましょうか」　えがおをつくる　まほうの言葉

○佐伯　陽（徳田小５年）

　しましょうか　相手を気づかう　優しい言葉

○金子祐来（小松小６年）

　目の前に　助けを待ってる人がいる

　勇気の一歩をふみ出そう

「障害者週間」記念標語優秀作品発表
■入選

　外山桃子（神拝小５年）　宇佐美瑠菜（西条小６年）

　安藤結衣（大町小５年）　曽我部瑠維（多賀小５年）

■特別賞

　蒲地大晟（西条小６年）　長江俊樹（神拝小５年）

　谷友璃久（禎瑞小５年）　藤原大和（橘小５年）

　髙橋颯太（周布小５年）　越智涼風（周布小５年）

　別宮聖陽（丹原小６年）　伊藤朱星（小松小６年）
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▲推薦　西条市長賞
 「清流燃え立つ祭り絵巻」山田富雄（古川）

▲特選　西条市観光協会長賞
 「まつりの日⑤」井上雄次（松山市）

▲特選　西条祭振興会長賞
 「神輿登場」上野登志（松山市）

8広報さいじょう　2016　 1月号

◇◆◇　入　選　◇◆◇

西

条

秋

ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

西

条

秋

ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

市
内
外
か
ら
２
８
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
山
田
富
雄
（
古
川
）

○
矢
野
匡
昭
（
禎
瑞
）

○
鍜
治
信
良
（
新
居
浜
市
）

○
上
野
登
志
（
松
山
市
）

○
小
泉
次
郎
（
松
山
市
）

○
山
内
和
義
（
朔
日
市
）

○
寺
川
恵
美
（
大
町
）

○
雪
本
信
彰
（
高
知
県
）

○
田
坂
光
司
（
２
点
）

　
　
　
　
　
　

（
福
武
）

○
藤
田　

晃
（
天
神
） 

○
鴻
上
龍
也
（
神
拝
）

○
田
中　

繁
（
飯
岡
）

○
山
台
雄
三
（
古
川
）

○
戸
田　

登
（
２
点
）

　
　
　
　
　
　

（
小
松
町
北
川
）

○
伊
藤
裕
子
（
大
町
）

○
津
島
し
の
ぶ
（
禎
瑞
）

○
池
森　

朔
（
氷
見
）

○
乘
松
賢
二
（
松
山
市
）

○
大
久
保
重
義
（
松
山
市
）

○
𠮷
岡
英
雄
（
松
山
市
）

▲

準
特
選

 

「
気
迫
の
馬
場
入
り
」
田
中
　
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
飯
岡
）

▲
準
特
選

 

「
秋
色
に
輝
く
」
福
山
美
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
島
山
）



市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

１
月
17
日
㈰
13
時
　
西
条
紺
屋
町
商
店
街
内
に

一
歩
を
踏
み
出
す
拠
点
にに

よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る

の
か
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
、
「
活
動
に
必

要
な
会
議
や
作
業
な
ど
を
行
う
た
め

の
拠
点
が
な
い
」
「
資
金
や
人
手
の

不
足
だ
け
で
な
く
、
交
流
機
会
や
情

報
も
不
足
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
悩

み
を
抱
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
方

や
、
こ
れ
か
ら
地
域
で
何
か
活
動
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に
と
っ

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

市
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
開
設
準
備
委
員

会
で
は
、

昨
年
度
か

ら
、
ど
の

よ
う
な
セ

ン
タ
ー
を

つ
く
れ
ば

市
民
活
動

が
活
性
化

し
、
協
働

　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
ま
ち
を
よ
く
し

よ
う
！
」
と
い
う
活
動
に
役
立
つ
機
能
を
備
え
た
施
設
で
す
。
こ
の
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、市
民
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、企
業
、

行
政
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
協

働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市民活動支援センター　Ｑ＆Ａ

　　センターはいつ利
用できますか

　　開館時間は10時か
ら19時（事前申請があ
れば21時）までで、水
曜日・祝日・年末年始
は休館します。

　　センターはどんな
人が利用できますか

　　まちを良くするた
めに活動している団体
や、まちのために活動
したい方は、お気軽に
お越しください。

　センターの開設を記念して、講演会を開催しま

す。ボランティアや市民活動、地域活動などに取

り組んでいる方や、興味のある方は、ぜひお越し

ください。

市民活動支援センター
開設記念講演

団体設立や団体運

営に関する相談・

コーディネート

相談

拠点

会議場所やチラシ

・資料の作成場所

講座

市民活動団体の運

営に役立つ講座や

セミナーの開催セミナーの開催セミナーの開催セミナーの開催セミナーの開催

交流

さまざまな団体の

情報交換や交流の

機会の提供

情報

イベント、助成金、

各団体の活動など

の情報収集・発信

テーマ　「市民が主役の協働によるまちづくり」

講師　早瀬　昇氏（認定特定非営利活動法人日本

　ＮＰＯセンター代表理事、社会福祉法人大阪ボ

　ランティア協会常務理事）

定員　100人（先着順）

問合せ・申込先

　市庁舎新館１階　市民生活課　市民協働推進係

　TEL0897－52－1462

場所

日時 １月16日㈯　13時30分～15時30分

総合福祉センター３階

開
設
準
備
委
員
会
委
員
長

山
本
貴
仁
さ
ん

▲

準
備
委
員
会
の
様
子

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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市民活動
支援センター市

役
所
本
庁
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高
校

西条郵便局
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条
商
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街
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前
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通
り

JR
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予
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駅
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き
る
環
境
を
整
備
す
る
話
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
西
条
市
関
係
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
大
学

生
な
ど
若
い
世
代
が
地
域
活
動
や
企
業
活

動
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
期

待
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を
機
会
に

愛
媛
大
学
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
活

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
地
域
創
生
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
合
せ　
市
庁
舎
本
館
３
階

　
　
　
　

地
域
創
生
室

　
　
　
　

総
合
６
次
産
業
都
市
推
進
係

　
　
　

℡
０
８
９
７－

５
２－
１
２
８
０

業
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
愛
媛
大
学
と
当
市
の
間
で
「
西
条

市
の
地
域
創
生
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け

た
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
市
出
身
で
愛
媛
大
学
四
国

遍
路
・
世
界
の
巡
礼
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ

ン
タ
ー
長
の
胡
光
教
授
か
ら
「
四
国
遍
路

の
世
界
遺
産
化
と
普
遍
的
価
値
の
検
証
」

と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学
仁
科
弘
重
理
事
・
副
学
長
と

青
野
市
長
か
ら
は
、
両
者
に
お
け
る
事
業

報
告
と
方
向
性
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
本
市
お
よ
び
愛
媛
大
学

の
パ
ネ
リ
ス
ト
５
人
に
よ
る
総
合
討
論
を

実
施
。
愛
媛
大
学
関
係
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
は
、
当
市
が
推
進
す
る
総
合
６
次
産
業

都
市
に
お
け
る
専
門
人
材
の
育
成
に
寄
与

す
る
た
め
、
市
内
高
等
学
校
と
愛
媛
大
学

と
の
間
で
植
物
工
場
を
活
用
し
た
連
携
教

育
を
推
進
す
る
話
題
や
、
地
域
創
生
セ
ン

タ
ー
に
理
工
学
研
究
科
や
農
学
研
究
科
の

大
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
を
開
設
し
、
市

内
で
大
学
院
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

昨
年
11
月
26
日
、
「
大
学
と
共
存
す
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
〜

西
条
市
版
地
域
創
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
〜
」
と
題
し
た
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
愛
媛
大
学
と
当
市
の
間
で
、
地

域
創
生
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

▲握手を交わす大橋学長（右）と青野市長

西
条
市
・
愛
媛
大
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

　本市に伝わる石鎚黒茶をはじめとする四国の発酵茶は、近年テレビ

などでも取り上げられ、健康飲料として大きな注目を集めています。

このフォーラムは市と愛媛大学農学部の主催で開催します。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
西
条
国
際
ホ
テ
ル
を

会
場
に
開
催
。
開
会
あ
い
さ
つ
で
愛
媛
大

学
の
大
橋
裕
一
学
長
は
、
当
市
が
今
年
４

月
の
開
館
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
る

「
西
条
市
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
」
に
、
愛

媛
大
学
の
拠
点
を
設
置
す
る
こ
と
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
こ
の
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
両
者
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
創
生
関
連
事

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
に

愛
媛
大
学
の
拠
点
を
設
置

▲総合討論では各パネリストからさまざまな意見が
　出されました

内容

　○基調講演　「発酵茶のもつ健康機能性」（菅原卓也愛媛大学教授）

　○四国の発酵茶の紹介　石鎚黒茶、碁石茶、神田茶（阿波晩茶）他

定員　100人（先着順）

申込方法　１月20日㈬までにお電話でお申し込みください。
申込先　○市庁舎新館２階　観光物産課

　　　　　物産・ブランド推進係　TEL0897－52－1521

　　　　○石鎚山ハイウェイオアシス館　TEL0898－76－3111

日時

１月24日㈰　14時～16時

場所

石鎚山ハイウェイオアシ
ス館　３階大ホール

石鎚黒茶と四国の発酵茶フォーラム西条ブランドを
全国へ

来場者には
四国の発酵茶を
プレゼント！
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市長コラム 第36球

　現在西条市では、休館中のひうち会館を改修し、「西条市地

域創生センター」を今年４月に開設するべく、鋭意準備を進め

ております。

　このセンターは、大学や企業、金融機関そして行政の力を結集し（産学官金

連携）、活力ある地域を創っていくための拠点となる施設です。その中核機能

を担っていただくのが愛媛大学です。

　これまでも、愛媛大学と西条市は、防災や医療福祉など、さまざまな分野での連携に取り組んで

きました。その連携がここ数年加速的に深化しております。その大きな契機となったのが、平成25

年11月12日に締結された「愛媛大学と西条市との連携協力に関する協定」です。昨年１月、西条市

で進めている総合６次産業化の取り組みが、国から地域再生計画の認定を受けることができたの

も、農学部を中心とした愛媛大学の大きなご支援があったからです。

　今春、愛媛大学では、地域の課題を解決し、地域社会を価値創造へと導く力を備えた人材を育成

することを目的に「社会共創学部」が新設されます。この学部のカリキュラムでは、教室内の講義

だけでなく、地域の人々と協働するフィールドワーク（体験型学習）や、企業と連携したインター

ンシップ（就業体験）が多く取り入れられるそうです。「若者」「よそ者」が地域を再生していく

とも言われますが、学生たちの若い力が、西条市の活性化に大きな役割を果たしてくれることで

しょう。

　また、昨年11月に開催された西条市・愛媛大学公開シンポジウムでも、大橋裕一学長をはじめ、

工学部や農学部教授から地元高校との高大連携や大学

院設置への可能性の言及があり、今後の広がりの大き

さに期待を抱いております。

　市としても、センター開設を機に、これまで以上に

愛媛大学との連携体制を整え、西条市が直面する諸課

題に対しスピード感を持って解決につなげていけるよ

うな仕組みを構築していきます。

　全国に誇れる「最上のまち西条」を実現するため、

愛媛大学と共にしっかりと歩みを進めていきたいと思

います。

愛媛大学と共に歩む

▲シンポジウムで連携を強化

ようこそ市長室・移動市長室へ
　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。

■対象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

　　　　（１グループ当たり30分から１時間程度）

■日時・場所

　○１月28日㈭　９時～　　　丹原総合支所
　○１月28日㈭　13時30分～　東予総合支所
　○１月29日㈮　９時～　　　本庁
　○１月29日㈮　13時30分～　小松総合支所
■参加方法　各開催日の10日前までに、本庁広報広聴課、または参加を

　　　　　　希望される各総合支所総務課へ申し込みが必要です。各場

　　　　　　所３団体程度を予定。申し込み多数の場合は先着順。

■問合せ

○市庁舎新館１階

　広報広聴課　広聴係

　TEL0897－52－1243

○各総合支所

　総務課　総務調整係

※電話番号は13ページ上段
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所
知識と技術を地域防災に!!

～東予高等学校の測量協力～

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所
国際交流の集い

～みんなの力で国際人を～

まごころ配食サービス
～壬生川婦人ボランティアしらさぎ～

　昨年の10月末に、東予高等学校の協力により、地元

から要望のあった小松地域の南川ちびっこ広場、川原

谷集会所、中町だんじり集会所、新屋敷の小松川過行

（すぎょう）橋付近の４カ所を測量し、海抜表示を行

いました。

　市では、防災意識を高めて

もらうため、公共施設などに

海抜表示を行ってきましたが、

今回は、連合自治会小松支部

（田口勝三支部長）の依頼を

受け、建設工学科土木コース

の３年生５人が実習を兼ねて取り組みました。作業に

あたった生徒は「授業で学んだ技術が地域の役に立て

てうれしい」と、笑顔で話してくれました。

　観測データを学校に持ち帰り計算した結果、最も低

い場所は、小松川過行橋付近の海抜4.1ｍで、最も高

かったのは中町の22.3ｍでした。11月20日には、測量

を行った高校生と自治会役員が、各施設に海抜の表示

を行いました。

　今回、実習を行った生

徒の皆さんは、12歳教育

（防災教育）を学んだ世

代です。共に、災害に強

いまちづくりに取り組ん

でいきたいものです。

　丹原町国際交流協会は、平成８年に設立されて以来、

国際交流の集い・国際スピーチコンテスト・日本語教

室や中国語講座などを開催しています。また、丹原町

在住の外国人や西条市を訪問する外国人のホームステ

イ受け入れなどを通して、

異なる文化・価値観を尊重

し、相互理解を深める活動

を行っています。

　昨年秋には、鋳物団地協

同組合会館において、帰国

する中国からの研修生８人

の送別と、残留研修生（中国人・ベトナム人）の交流

を深める集いを開催しました。集いでは、愛媛民謡ク

ラブ「東会」の日本楽器の演奏と民謡を堪能し、中国

の歌やベトナム国歌を歌い、最後に参加者全員で「炭

坑節」を踊って閉幕しました。

　昨年設立された西条市国際交流協会へは、当協会も

会員として団体加入し、12月には、市協会主催の国際

交流サロンを丹原公民館で開催しました。

　昨年11月６日、壬生川公民館を拠点に活動している

ボランティアしらさぎが、社会福祉協議会壬生川支部

などの協力を得て、壬生川地区の一人暮らし高齢者、

寝たきり高齢者の介護者の方々約120人に赤飯の配食

サービスを行いました。壬生川小学校の５年生55人も

総合学習の一環として参加し、ボランティアを体験し

ました。配食サービスで使用しているお米は、明理川

「柳水会」から贈られた物です。

　当日、ボランティアしらさぎの会員の皆さんが心を

込めて作った赤飯に、壬生川小児童手作りの折り紙と

学習発表会招待状を添えて届けられました。

　参加した児童は「折り紙と赤飯を渡すと、みんな喜

んでくれてうれしかった」「ボランティアしらさぎの

方がやさしくしてくれて、いい体験ができた」「笑顔

であいさつができた」など、ボランティア体験の感想

を発表してくれました。

　ボランティアしらさぎは平成３年から、まごころ配

食サービスを実施しており、会員の皆さんは「細く長

く無理をしないをモットーに、これからも小さなまご

ころを届けたいと思い

ます」とおだやかに話

されていました。

　壬生川地区に幸せの

輪がひろがった、爽や

かな一日でした。

▲高校生による測量 ▲過行橋付近の海抜表示

▲小さなまごころを届けます

▲代表者の発表 ▲集いで相互理解を深めました



　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
が
あ
る

方
の
、
生
活
習
慣
の
改
善
支
援
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
が
自

覚
症
状
な
く
進
行
し
、
重
症
化
す

る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

「
今
の
か
ら
だ
の
状
態
」
を
知

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
。
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受

診
が
ま
だ
の
方
は
指
定
医
療
機
関

で
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

40
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
（
年
齢
は
平
成
28
年
３
月

31
日
現
在
）

■
実
施
期
間　

２
月
29
日
㈪
ま
で

■
検
査
内
容

　

問
診
、
血
圧
測
定
、
身
体
測
定
、

尿
検
査
、
腹
囲
測
定
、
血
液
検
査
、

診
察

■
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

○�

特
定
健
診
受
診
券
（
対
象
者
に

は
事
前
に
交
付
し
て
い
ま
す
）

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

■
申
込
方
法

　

事
前
に
指
定
医
療
機
関
へ
予
約

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
27
年
度
に
市
が
行
っ
た
総

合
健
診
、
国
保
の
短
期
人
間
ド

ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

方
は
、
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
１
階

　

国
保
医
療
課　

国
保
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

40
歳
～
74
歳
の
国
保
被
保
険
者
の
方
へ

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

接
骨
院
や
整
骨
院
で
の
柔
道
整

復
師
に
よ
る
施
術
は
、
保
険
医
療

の
対
象
に
な
る
場
合
と
対
象
外
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
に
打
撲
や

捻
挫
、
骨
折
、
脱
臼
な
ど
は
対
象

と
な
り
、
単
な
る
肉
体
疲
労
や
肩

こ
り
な
ど
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
施
術
前
に
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
健
康
保
険
等
で
柔
道
整
復
師
に

　
か
か
る
こ
と
で
き
な
い
場
合
】

○
日
常
生
活
で
の
疲
れ
や
肩
こ
り

○
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
肉
体
疲
労

○
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

○�

神
経
痛
（
リ
ウ
マ
チ
・
慢
性
関

節
炎
）

○
加
齢
に
よ
る
腰
痛
や
五
十
肩
等

○
漫
然
と
し
た
施
術

○
交
通
事
故
や
業
務
上
の
負
傷

【
施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
事
項
】

○
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
る
。

○
病
院
治
療
と
重
複
は
で
き
な
い
。

○�

施
術
が
長
期
の
場
合
は
、
医
師

の
診
断
を
受
け
る
。

○�

療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自

分
で
自
署
（
サ
イ
ン
）
を
す
る
。

○
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
１
階

　

国
保
医
療
課　

国
保
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

接
骨
院
・
整
骨
院
に
か
か
る
方
へ

施
術
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活

を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
る

た
め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
全
て
の
人
が
加
入
し
保
険
料

を
納
め
ま
す
。
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
る
ほ
か
、

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
に
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
障

害
年
金
や
、
家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
受
け
取
る
こ
と

の
で
き
る
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

※�

加
入
の
届
け
出
忘
れ
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
こ
れ

ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き
方
法

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
届
く
加
入
手
続

き
用
紙
に
記
入
し
て
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
市
区
町
村
の
年
金
担

当
窓
口
か
、
年
金
事
務
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

厚
生
年
金
等
に
加
入
中
の
方
は
、

加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
保
険
料
（
平
成
27
年
度
）

　

月
額　

１
万
５
５
９
０
円

※�
月
額
４
０
０
円
を
加
え
て
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す

「
付
加
年
金
制
度
」
も
あ
り
ま

す
。

■
保
険
料
の
割
引
（
前
納
制
度
）

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
保
険
料
の
割
引
が
受

け
ら
れ
る
「
前
納
割
引
制
度
」

や
「
早
割
制
度
（
口
座
振
替
の

み
）」
が
あ
り
ま
す
。

※�

口
座
振
替
で
「
２
年
・
１
年
前

納
割
引
制
度
」
を
利
用
す
る
た

め
の
手
続
き
は
、
２
月
29
日
㈪

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
場
合
は
？

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
場
合
や
学
生
の
場
合
は
、

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
期
間
の
う
ち
10
年
以
内
の

も
の
は
古
い
期
間
か
ら
納
付
（
追

納
）
で
き
ま
す
が
、
３
年
度
目
か

ら
は
一
定
の
額
が
加
算
さ
れ
た
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

℡
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
新
館
１
階

　

市
民
生
活
課　

年
金
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
！

■西条市庁舎
　TEL0897－56－5151

■東予総合支所
　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所
　TEL0898－68－7300

■小松総合支所
　TEL0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先
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12�

日
㈫　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収

分
）
12
月
分
の
納
期
限

15�

日
㈮　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
分
の

督
促
状
の
発
送

２
月
１
日
㈪　

市
県
民
税
（
普
通

徴
収
分
）
第
４
期
分
、
国
民
健

康
保
険
税
第
７
期
分
の
納
期
限
、

市
県
民
税
（
特
別
徴
収
分
）
12

月
分
の
督
促
状
の
発
送

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
利
用
者
は
、
納
期
限

日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
四
国
労
働
金
庫
と
提
携

し
、
勤
労
者
に
対
す
る
融
資
を
行

っ
て
い
ま
す
。

【
勤
労
者
教
育
資
金
融
資
制
度
】

■
対
象

○�

西
条
市
に
居
住
、
ま
た
は
居
住

し
よ
う
と
す
る
勤
労
者

○�

市
税
を
完
納
し
、
前
年
年
収
が

１
５
０
万
円
以
上
１
０
０
０
万

円
未
満
の
方

○�

20
歳
以
上
60
歳
以
下
で
、
同
一

事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
方

○�

四
国
労
働
金
庫
が
指
定
す
る
保

証
機
関
の
保
証
を
受
け
ら
れ
る

方
（
保
証
料
は
別
途
必
要
）

■
資
金
使
途　

高
校
卒
業
後
、
就

学
年
数
２
年
制
以
上
の
学
校
に
就

学
す
る
た
め
の
教
育
資
金

■
利
用
限
度
額　

５
０
０
万
円

■
融
資
金
利
（
平
成
27
年
12
月
現

在
）　

固
定
金
利　

年
１
・
45
％

■
返
済
期
間

　

20
年
以
内
（
据
置
期
間
含
む
）

【
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金

　
融
資
制
度
】

■
対
象

○�

西
条
市
に
居
住
、
ま
た
は
居
住

し
よ
う
と
す
る
勤
労
者

○�

同
居
（
予
定
）
家
族
が
い
る
方

○�

市
税
を
完
納
し
、
前
年
年
収
が

１
０
０
０
万
円
未
満
の
方

○�

四
国
労
働
金
庫
が
指
定
す
る
保

証
機
関
の
保
証
を
受
け
ら
れ
る

方
■
資
金
使
途　

新
築
、
増
改
築
、

分
譲
・
中
古
住
宅
購
入
（
床
面
積

２
８
０
㎡
以
下
）、
宅
地
購
入

■
利
用
限
度
額　

３
０
０
０
万
円

■
融
資
金
利
（
平
成
27
年
12
月
現

在
）　

固
定
金
利
選
択
型

○
当
初
３
年
固
定　

年
０
・
80
％

○
当
初
５
年
固
定　

年
１
・
15
％

○
当
初
10
年
固
定　

年
１
・
20
％

■
返
済
期
間

　

40
年
以
内
（
据
置
期
間
含
む
）

【
問
合
せ
】

○
四
国
労
働
金
庫　

西
条
支
店

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
８
６
４

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

産
業
振
興
課　

商
工
労
政
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

　

高
校
や
大
学
な
ど
の
入
学
・
在

学
費
用
が
対
象
の
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。
在
学
中
は
利
息
の
み
の

返
済
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
利
用
限
度
額　

３
５
０
万
円

■
融
資
金
利
（
平
成
27
年
12
月
現

在
）　

固
定
金
利　

年
２
・
05
％

※
母
子
家
庭
な
ど
は
年
１
・
65
％

■
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
な
ど
は
18
年
以
内

■
問
合
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

℡
０
３

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
現
存
す

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で

あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本

最
古
の
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
貴
重
な
文
化
財
の
火
災

が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

文
化
財
の
保
護
や
愛
護
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
な
ど
か

ら
守
る
た
め
に
は
、
関
係
者
の
努

力
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
一
人

一
人
が
日
常
の
心
配
り
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
の
改
修
が

終
わ
り
、
利
用
を
再
開
し
て
い
ま

す
。
ス
リ
ー
オ
ン
ス
リ
ー
な
ど
が

楽
し
め
る
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
サ
イ
ズ

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
で
す
。

※�

利
用
の
際
は
事
務
所
で
受
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ー
ル
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
利
用
時
間　

９
時
～
17
時
30
分

　

年
中
無
休
（
年
末
年
始
を
除
く
）

■
問
合
せ

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
５

－

６
６
８
０

１
月
の
市
税
ご
よ
み

教
育
資
金
、
住
宅
建
設
資
金

融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
の
教
育
ロ
ー
ン

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
は
、

市
教
育
委
員
会
が
設
定
し
、
児
童

生
徒
の
居
住
地
に
よ
っ
て
通
学
す

る
学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
保
護
者
か
ら
の
申
請

に
よ
っ
て
校
区
外
通
学
を
許
可
し

て
い
ま
す
。

■
校
区
外
通
学
の
要
件

○�

身
体
的
事
情
、
家
庭
的
事
情
な

ど
、
市
教
育
委
員
会
が
認
め
る

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

○�

浦
山
小
学
校
ま
た
は
田
滝
小
学

校
へ
通
学
を
希
望
す
る
場
合

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
４
階

　

学
校
教
育
課　

学
務
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

○
東
予
総
合
支
所

　

市
教
育
委
員
会
西
部
分
室

校
区
外
通
学
の
許
可
申
請

▲改修が終わったバスケ
　ットコート
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■
特
定
最
低
賃
金
額

（
平
成
27
年
12
月
25
日
改
正
）

①�

パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

８
２
６
円

②�

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業　

１
時
間　

８
３
５
円

③�

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

８
０
８
円

④�

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業　

１
時
間
８
４
６
円

⑤�

各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

７
３
９
円

※�

①
～
⑤
に
は
適
用
除
外
の
労
働

者
、
①
～
③
に
は
適
用
除
外
の

業
種
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
該
当
す
る
場
合
は
愛
媛

県
最
低
賃
金
（
１
時
間
６
９
６

円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

℡
０
８
９

－

９
３
５

－
５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
８
９
７

－
３
７

－

０
１
５
１

　

林
退
共
に
加
入
し
て
い
て
、
ま

だ
退
職
金
を
受
け
取
ら
れ
て
い
な

い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
以
前

に
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
ご

自
身
が
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た

か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お

調
べ
し
ま
す
。

　

罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
・
被

共
済
者
で
、
共
済
手
帳
の
紛
失
や

退
職
金
の
請
求
な
ど
で
お
困
り
の

場
合
は
、
最
寄
り
の
支
部
・
本
部

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

■
問
合
せ

　
（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３

－

６
７
３
１

－
２
８
８
７

URL�h
ttp

://w
w
w
.rin

ta
ik

y
o
.

taisyokukin.go.jp/

■
開
催
日　

１
月
10
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

○
西
条
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

10
時
30
分
～

○
東
予
・
丹
原
・
小
松
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

13
時
30
分
～

※�

参
加
対
象
地
域
に
よ
っ
て
会
場

が
異
な
り
ま
す
。

※�

各
会
場
と
も
開
式
30
分
前
か
ら

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
開
式
時

間
が
前
回
と
異
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※�

市
内
に
住
民
票
が
な
い
方
で
、

西
条
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
担
当
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

特
定
最
低
賃
金
の
改
正

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
成
人
式

日　時 場　　所行　　事　　名

10日　9：00

16日 10：00伊予銀行ソフトボール教室

うちぬきマラソン大会 ひうち陸上競技場

17日　9：00ちびっこ駅伝大会 東予運動公園

31日　9：30荒賀正孝　空手道教室 ひうち体育館

西条西部公園
グラウンド

安全・安心キャンペーン
　私たちの身の回りには、さまざまな危険（自然災害、交通事故や

火災など）が潜んでいます。これらの危険から身を守る方法を学び

ませんか。

　本市と災害時応援協定を結んでいる㈱コメリとの共催で開催する

「安全・安心キャンペーン」は、子どもから大人までみんなが楽し

く学べる内容になっています。ぜひご来場になり、家庭・地域での

災害などへの備えについて考えてみましょう。

キャンペーン内容（予定）

　○「西条市安全・安心情報お届けメール」登録コーナー

　　登録者には粗品をプレゼント（先着100人）

　○地震体験車体験乗車コーナー

　○防災関連商品展示コーナー

　○消防コーナー（はたらく車の展示など）

　○警察・ドライビングスクールコーナー

　　（はたらく車の展示、自転車シミュレーター体験など）

　○女性防災士による防災啓発コーナー

■問合せ

　市庁舎新館５階　危機管理課

　くらし安全係　TEL0897ー52ー1283

場所

日時 １月24日㈰
10時30分～15時

㈱コメリパワー西条店

（住所：飯岡2209）

みきゃん・
カブちゃんも
くるよ！くるよ
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　西条市公民館フェスティバルは、舞台発表・

体験コーナー・作品展示の３つの部門で構成さ

れており、市内29の公民館が一堂に会して開催

します。皆さんのお越しをお待ちしています。※弁当の当日販売はありません。

■主催　西条市教育委員会、西条市公民館連絡協議会　　■問合せ　中央公民館　TEL0898－65－4030

日時：１月17日㈰　９時30分～16時 
場所：丹原文化会館

■開会式・公民館活動実践事例発表・舞台発表
　９時30分～15時30分　大ホール
　開会式の後、地域の特色を生かして活性化に取り組む公民館事業の事

例発表を２館行い、続いて大正琴・体操・日舞・ダンス・コーラスなど

サークルの皆さんが日頃の活動成果をステージで発表します。

■作品展示

　10時～16時　小ホール
　陶芸・手芸・かずら細工・写真・

書道・パッチワーク・絵手紙・川柳

・絵画・編み物・ちぎり絵など、各

公民館のサークルの皆さんによる作

品を展示します。

■体験コーナー　10時～15時　エントランスホール・ロビー・屋外

押花

　色鮮やかな押花を使って、か

わいいミニ額を作ります。

時間　約30分（随時）

参加費　500円　　定員　40人

　ネイチャープリントでアクセ

サリー作りを体験しませんか。

時間　約10～15分（随時）

参加費　500円　　定員　50人

ネイチャープリント

　フィルムを貼って、まわりに

リード線を貼るだけでステンド

グラス風に仕上がります。

時間　約15分（随時）

参加費　500円
※材料がなくなり次第終了。

グラスアート

　お茶やポプリなど、ハーブの

上手な利用法を体験します。

時間　約10分（随時）

参加費　お茶・ポテト100円、ク

ラフト200円～、ハーブバス50円
※材料がなくなり次第終了。

ハーブ教室

■
日
時

○
第
７
回
（
初
級　

全
７
回
）

　

２
月
８
日
㈪
・
10
日
㈬
・
12
日

㈮
・
15
日
㈪
・
17
日
㈬
・
19
日
㈮

・
22
日
㈪　

10
時
～
12
時

○
第
８
回
（
中
級　

全
７
回
）

　

２
月
８
日
㈪
・
10
日
㈬
・
12
日

㈮
・
15
日
㈪
・
17
日
㈬
・
19
日
㈮

・
22
日
㈪　

13
時
～
15
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上

■
内
容

○�

初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○�

中
級　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
基

本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

方
法
な
ど

※�

基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

セ
ブ
ン
を
使
用
。

■
定
員
　
第
７
回　

20
人

　
　
　
　

第
８
回　

10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

約
１
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

１
月
22
日
㈮
必
着

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
回
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
宛
先　

〒
７
９
２

－

０
０
０
３

　

新
居
浜
市
新
田
町
１

－

６

－

46

　

㈱
四
国
テ
ク
ニ
カ　

宛

※�

３
月
に
第
９
回
（
中
級
）、
第

10
回
（
中
級
）
を
開
催
予
定
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
１
階

　

高
齢
介
護
課

　

長
寿
い
き
が
い
対
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
日
時　

１
月
21
日
㈭

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

■
テ
ー
マ　

～
社
長
！
知
ら
な
い

と
大
損
で
す
よ
!?
～
〝
業
績
向

上
〟
を
め
ざ
す
！
「
助
成
金
・
補

助
金
」
徹
底
活
用
講
座

■
講
師　

野
村
忠
史
氏
（
ナ
イ
ン

ソ
ー
ツ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
代

表
取
締
役
／
中
小
企
業
診
断
士
）

■
申
込
先

〇
西
条
商
工
会
議
所
本
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

〇
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

助
成
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー
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【
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
】

■
日
時
（
全
３
回
）

　

１
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭
・
２
月

４
日
㈭　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

環
境
保
全
や
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
。

■
定
員　

20
人
程
度

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
】

■
日
時　

１
月
26
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
現
状
説
明
、
点
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
な
ど

■
定
員　

20
人
程
度

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
】

■
日
時
（
全
３
回
）

　

１
月
27
日
㈬
・
２
月
３
日
㈬
・

10
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立

つ
い
ろ
い
ろ
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
学
ぶ
。

■
定
員　

20
人
程
度

【
福
祉
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座
】

■
日
時　

２
月
５
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

福
祉
体
験
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
高

齢
者
疑
似
体
験
や
車
イ
ス
体
験
な

ど
を
行
う
。

■
定
員　

20
人
程
度

【
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座
】

■
日
時
（
全
６
回
）

　

２
月
９
日
㈫
・
16
日
㈫
・
23
日

㈫
・
３
月
１
日
㈫
・
８
日
㈫
・
15

日
㈫　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

健
康
生
き
が
い
づ
く
り

と
地
域
で
の
支
え
合
い
、
認
知
症

や
仲
間
づ
く
り
、
消
費
生
活
に
つ

い
て
の
講
演
な
ど

■
定
員　

25
人
程
度

【
申
込
先
】

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

■
日
時　

１
月
17
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地

■
対
象　

初
心
者
、
初
級
者

■
定
員
（
先
着
順
）

○
ス
キ
ー
20
人

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
10
人

■
特
典　

園
地
内
リ
フ
ト
無
料

■
申
込
先

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

℡
０
８
９
７

－

５
９

－

０
３
３
１

■
問
合
せ　

ス
キ
ー
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
内
）

℡
０
８
９
７

－
５
６

－

３
６
３
６

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し

て
い
る
公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
農

林
漁
業
振
興
機
構
で
は
、
農
地
を

借
り
受
け
、
経
営
規
模
を
拡
大
し

た
い
意
欲
的
な
農
家
を
募
集
し
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

１
月
４
日
㈪
～
２
月
５
日
㈮

■
問
合
せ

　

え
ひ
め
農
林
漁
業
振
興
機
構

℡
０
８
９

－

９
４
５

－

１
５
４
２

URL�h
ttp

://w
w
w
.e

n
k
.o

r.jp
/

nochi/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

■
日
時　

１
月
19
日
㈫

　
　
　
　

19
時
～
21
時

■
場
所　

市
庁
舎
本
館
５
階

　
　
　
　

大
会
議
室

■
内
容　

平
成
29
年
度
に
策
定
予

定
の
「
第
２
期
西
条
市
環
境
基
本

計
画
」
の
概
要
を
説
明
し
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
出
し

合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　

１
月
12
日
㈫

■
申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

環
境
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

環
境
基
本
計
画
策
定

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

規
模
拡
大
し
た
い

意
欲
的
な
農
家
を
募
集

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
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地元産品を使った

料理教室・講習会
地元産品を使った

料理教室・講習会

●日時　１月７日㈭　10時～12時（雨天決行）
●内容　国内有数の出荷量を誇る「七草」のＰＲ販売

　　　　と、七草粥を100食限定でふるまいます。

　　　　（なくなり次第終了）

●場所　食の創造館（ほかの場所でも開催します。詳

　　　　しくは31ページをご覧ください）

●主催　ＪＡ西条、食の創造館

西条産品を知ろう！ 春の七草粥ふるまい

●日時　１月23日㈯　10時～13時
●内容　「ほうれんそう」「キウイ」をテーマに、食

　　　　べ比べと料理教室でパンケーキのランチをし

　　　　ます。りんごバターのお土産付き。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　 2,500円　　●申込期限　１月16日㈯

西条ベジ＆フルーツ料理教室

●日時　１月19日㈫　15時30分～16時30分
●内容　旬の果物やお菓子をいただきながら、新春の

　　　　アレンジを学びます。お土産付き。

●講師　天野美奈子氏

●定員　36人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　 1,500円　　●申込期限　１月12日㈫

第10回フラワーアレンジメント教室東予園芸のバラを使用

【臨時休館】１月１日㈮～３日㈰、11日㈪、25日㈪



　県営住宅の空家が生じた場合の補欠入居者を募集します。

　入居は３月３日㈭以降の空家発生次第となります。
■受付期間　２月１日㈪～10日㈬（土・日曜日を除く）
　※受付時間：８時30分～12時・13時～17時

　※申込用紙：１月下旬から申込先で配布。

■抽選日時　３月３日㈭　14時　※入居順位は抽選で決定
■抽選場所　東予地方局西条庁舎７階中会議室

■申込先　東予地方局西条庁舎３階　建設部管理課

　　　　　TEL0897－56－1300（内線416）

県営住宅の補欠入居者を募集

※家賃は入居世帯の収入により決定されます。

■募集する県営住宅の団地名

西条東団地
西条市新田258

東予団地
西条市国安158－10

御陣家南団地
西条市丹原町池田1224－20

中耐
３階

中耐
４･５階

木造
２階

３ＤＫ（54戸）

３ＤＫ（80戸）

３ＤＫ（４戸）

型別（管理戸数）構造･階数団　 地 　名

　
「
看
護
の
日
・
看
護
週
間
」
の

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
看
護

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

愛
媛
県
内
在
住
者

■
応
募
内
容　

エ
ッ
セ
イ

※�

８
０
０
字
以
内
（
必
ず
題
名
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
）

■
募
集
期
間　

１
月
４
日
㈪
～
３

月
11
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

■
各
賞　

最
優
秀
賞
（
１
人
）、

優
秀
賞
（
２
人
）、
入
選
（
３
人
）

■
表
彰
式　

看
護
の
日
記
念
行
事

開
催
日　
（
５
月
頃
予
定
）

■
応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入

し
、
作
品
と
と
も
に
郵
送
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○�

必
要
事
項　

郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
あ
る
方
）、
職
業

○
宛
先　

〒
７
９
０

－

０
８
４
３

　

松
山
市
道
後
町
２

－

11

－

14

　

�

公
益
社
団
法
人　

愛
媛
県
看
護

協
会　

宛

Eﾒｰﾙnursing-ehim
e@

circus.ocn.ne.jp

■
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人

　

愛
媛
県
看
護
協
会

℡
０
８
９

－

９
２
３

－

１
２
８
７

第
５
回
愛
媛
の「
看
護
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
」募
集

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
受
付
期
間　

通
年
募
集

■
試
験
日　

１
月
30
日
㈯

■
試
験
場
所

　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
（
松

山
市
南
梅
本
町
）

【
自
衛
隊
就
職
・
進
学
説
明
会
】

■
日
時　

１
月
21
日
㈭

　
　
　
　

18
時
～
19
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

自
衛
官
候
補
生
・
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
の
説
明
、
自
衛
隊

の
活
動
な
ど

【
問
合
せ
】

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

自
衛
官
募
集

問合せ　市庁舎本館３階　広報広聴課　広報係　TEL0897－52－1204

　市では、「広報さいじょう」に掲載する有料広告と、市ホームページに掲載する

有料バナー広告の申し込みを、２月２日㈫８時30分から市庁舎本館３階の広報広聴
課広報係で受け付けます。詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、担当課へ

お問い合わせください。

■広報さいじょう　平成28年５月号～平成29年４月号

■市ホームページ　平成28年４月１日～平成29年３月31日

１．掲載期間

広報さいじょう・西条市ホームページ　有料広告募集
２月２日㈫８時30分から受付が始まります

■広報さいじょう　３月10日㈭　　■市ホームページ　３月１日㈫
※ただし、西条市広告掲載事業実施基準を満たして、市内に事業所（本社、支社、営業
　所、店舗など）を有する方の申し込みが重なった場合、原則先着順となります。

３．申込期限

　広告掲載の可否については、市税納付状況などの調査の上、受付締切後にお送

りする広告掲載可否決定通知書をもってお知らせします。

４．掲載の決定

※今回の申込期間では、広報紙発行１回につき１枠、最長12回を限度とします。

２．募集広告枠

掲載位置
（ページ下段）

金額
（１枠１カ月）

大きさ

最終ページの
前々ページ（２色）

最終ページの
前ページ（カラー）

２万円

最終ページ
（カラー）

３万円

枠数

１万円

縦63ピクセル
×横150ピクセル各縦50ミリ×横86ミリ

４枠 ２枠 ２枠 10枠

トップページ

２万円

ホームページ広報さいじょう
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●市内小・中学生無料開放日

日時　１月９日㈯　10時～12時
●市内小・中学生対象「無料クロール教室」

日時　１月23日㈯　10時30分～11時
●水中モニターでフォームを確認しませんか！

登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）　

使用料　300円（１回）　ＤＶＤ録画　200円

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　　TEL0898－75－3933

【開館時間】10時～21時

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、12日㈫

●たかばーばの押し絵サークル展

　「平成28年　押し絵で飾るお

正月」と題して、干支の申を中

心に新春らしい押し絵を展示。

期間　12月31日㈭～１月30日㈯
場所　椿交流館内・まちづくり展示コーナー

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【１月休館日】オアシス館：無休
　　　　　　　椿 交 流 館：水曜日

石鎚山ハイウェイオアシス館
椿交流館（椿温泉こまつ）

小松町新屋敷乙22－29
オアシス：TEL0898－76－3111　椿交流館：0898－76－3511

●ちぎり絵教室・和紙人形教室作品展

　当館で開催の各教室受講生による作品展。

期間　１月17日㈰まで
●市民愛蔵品展　　期間　１月26日㈫～２月７日㈰
　市民の方が所有の絵画・掛け軸などの美術品を展示。

東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

【開館時間】９時～18時

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

【開館時間】８時30分～17時

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

●ちりめん（和布）細工展　―ぼぼっこ―

　作品に登場する主人公たちと

お話しをしながら、一針一針、

優しい気持ちをほっこりつめた

ちりめん細工の展示。

期間　１月５日㈫～30日㈯
●考古学講座「八堂山遺跡」

　全国でも数少ない弥生時代の高地性集落遺跡を紹介。

日時　１月17日㈰　13時～15時　※要申込・定員制
講師　岡田敏彦氏　　協力　県埋蔵文化財センター

●火おこし体験

日時　土・日曜日　９時～16時　※要申込（当日可）

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

生 涯 学 習 の 館
天神１－205　　TEL0897－53－8686

●カッパーの会スケッチ水彩画展

　学習グループ「カッパーの会」による作品展。

期間　１月７日㈭～26日㈫
●加藤春美社中池坊ミニ花展

　いけばな池坊による作品展。

期間　２月６日㈯～７日㈰
　　　10時～17時　※最終日は16時まで

●絵画教室　水彩画（用具は各自持参）

日時　１月８日㈮・22日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

日時　１月６日㈬・20日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者　※教材自己負担

●丹原地域　小・中学生作品展

　丹原地域の小・中学生による絵と工作を展示。

期間　１月11日㈪まで
●俳句・俳画展

　愛好家による作品展。　期間　１月19日㈫～31日㈰

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　　TEL0898－72－5634

●企画展予告「佛心寺の文化財Ⅱ」

　南明禅師の生誕400年を記念

して開催した「遺墨展」に引き

続き、２回目となる「佛心寺の

文化財」展示を計画中です。

　２年前の展示会以後、新たに

判明した古文書や什物（じゅうぶつ）など、初公開の資

料も多く展示する予定です。ご期待ください。

展示予定期間　２月７日㈰～４月24日㈰

※１月は展示準備のため、２階の郷土資料室は休館します。

　１階の小松温芳図書館は通常どおり開館します。

【開館時間】９時～22時

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

【開館時間】９時～17時

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬
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▼ プラネタリウム情報 ▼

ドラえもん宇宙ふしぎ大探検２
～太陽系のひみつ～

●特別展示「久保克文作品展」

　油彩・水彩作品などを展示

します。

期間　１月６日㈬～30日㈯
　　　※最終日は16時まで

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

●干支展「申」

　全国の干支「申」の民芸品

などを展示。病が「去る」と

もいわれる申は、縁起が良い

物として祭られています。

期間　１月末まで

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

　流星や彗星、太

陽系や地球誕生の

ことを学びながら

家族で楽しめる番

組です。

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、

　　　　　　　　　　　15時30分　

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

※第２・４土曜日の11時（１回目）は観覧無料です。

Ⓒ藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ＡＤＫ
ⒸJAXA　提供 Courtesy NASA/JPL-Caltech.

【四国鉄道文化館　北館】

●写真展「予讃線を走った列車たち」～昭和から平成～

　北館の展示車両「ＤＦ50

形１号機」をはじめ、予讃

線で活躍した懐かしの列車

たちを写真で紹介。

写真撮影・提供：髙橋忍氏

展示協力：越智登志正氏

期間　１月26日㈫まで
●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

　当市出身の漫画家・つだ

ゆみさん原作の紙芝居で、

十河信二氏の偉業を楽しく

読み聞かせてくれます。

日時　１月10日㈰
　　　14時上演

●毎週土曜日開催！　ペーパークラフト体験教室

　０系やＮ700系などの新

幹線やＳＬなど、ペーパー

クラフトで、いろいろな列

車を作ってみよう！

日時　土曜日　14時～15時

鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3575

【開館時間】９時～18時

【１月休館日】水曜日　　※観光交流センターは無休

【開館時間】９時～19時

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い お き

【開館時間】９時～16時30分

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

【開館時間】８時30分～17時

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

【開館時間】９時～17時

【１月休館日】月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

●のみの市を開催します！

期間　１月５日㈫～10日㈰
　ご家庭の不用品（ぬいぐる

みを除く）をご提供ください。

　主催：どんぐり委員会

不用品募集中！不用品募集中！

●特別展「伊藤五百亀・加藤昭男彫刻展」

　ふるさと愛媛・西条が生んだ

伊藤五百亀と、愛知県瀬戸市を

代表する彫刻家・加藤昭男の作

品展を開催。

期間　１月５日㈫～３月27日㈰
●趣味の水墨画展　～華泉会 杉野博美・伊東富子・山地良子～

期間　１月５日㈫～17日㈰
　　　※初日は正午開始、最終日は15時まで

●東部地域交流センター　陶芸クラブ作陶展

期間　１月21日㈭～24日㈰
　　　※初日は９時30分開始、最終日は14時まで

●フラワートールペイント展　～神野恵子と仲間たち展～

期間　１月26日㈫～２月３日㈬
　　　※初日は13時開始、最終日は16時まで

【４月から市民ギャラリーの展示利用時間が変わります】

　市民ギャラリーの利用申し込みは、６カ月前から可能

です。利用ご希望の方は当館へお問い合わせください。

▲加藤昭男作「月に帰る」
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●８日・22日（金曜日）

千野々バス停前　　　10：10～10：30

玉津小学校　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　14：20～14：50

田野公民館　　　　　15：10～15：20

●15日・29日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　10：00～10：30

飯岡戻川集会所　　　10：40～11：10

西条小学校　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　14：30～15：00

●９日・23日（土曜日）

楠河公民館　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　11：00～11：30

東予北地域交流センター

　　　　　　　　　　11：40～12：00

多賀小学校　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　14：30～15：00

●16日・30日（土曜日）

兎之山集会所　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　14：30～15：00

【開館時間】

　西条図書館：９時～22時

　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【１月休館日】

　西条図書館：１日㈮～３日㈰、31日㈰
　東予図書館：月曜日（11日開館）、１日㈮～４日㈪、12日㈫、
　　　　　　　13日㈬、31日㈰
　丹原図書館：金曜日、１日㈮～３日㈰、12日㈫、31日㈰
　小松温芳図書館：水曜日、１日㈮～３日㈰、12日㈫、31日㈰

整理期間中は次の日程で休館します。

西条図書館：２月22日㈪～29日㈪
東予図書館：２月29日㈪～３月８日㈫
丹原図書館：１月31日㈰～２月６日㈯
小松温芳図書館：３月９日㈬～17日㈭

西条図書館

○幼児・小学生対象　１月９日㈯　15時～15時30分
○乳幼児対象　　　　１月20日㈬　10時～、10時30分～
東予図書館

○乳幼児以上対象　　１月20日㈬　10時30分～
丹原図書館

○幼児以上対象　　　１月９日㈯　14時～15時
○乳幼児対象　　　　１月28日㈭　10時30分～11時
小松温芳図書館

○乳幼児以上対象　　１月23日㈯　10時30分～
※その他の講座は各館配布の「図書館だより」をご覧ください。

●４日・18日（月曜日）

市民の森入口分岐点　 9：50～10：20

グリーンハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

壬生川小学校　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　13：50～14：20

国安公民館　　　　　14：40～15：00

●５日・19日（火曜日）

大谷西　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　10：40～11：10

禎瑞小学校　　　　　13：00～13：30

徳田公民館　　　　　14：00～14：30

ＪＡ周桑吉岡支所前　14：40～15：00

●12日・26日（火曜日）

船屋集会所　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　10：50～11：20

橘小学校　　　　　　13：00～13：30

石根公民館　　　　　13：50～14：10

●６日・20日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園

　　　　　　　　　　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　13：40～14：10

氷見公民館　　　　　14：20～14：50

●13日・27日（水曜日）

橘公民館　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場

　　　　　　　　　　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　13：50～14：20

▼ １月のおはなし会 ▼

特別館内

整理期間のため

各図書館が

休館します！

▼移動図書館車「カワセミ号」１月の巡回コース▼

●お正月あそび　羽子板、ジャンボかるたであそぼう！

　１月９日㈯　13時30分～14時30分
●おもちつき（要申込）

　１月24日㈰　10時30分～12時　定員：幼児・小学生20人
●リトミック（要申込）　１月27日㈬　10時30分～11時
　対象：２歳児～未就学児の親子　　定員：10組

●ゲーム遊び

　１月９日㈯　14時～15時30分　　定員：小学生15人
●えいごであそぼう！（要申込）

　１月16日㈯　10時30分～11時30分　　定員：小学生15人
●ニコニコクッキング　うどんづくり（要申込）

　１月23日㈯　10時～12時　　定員：小学生10人
　場所：大町公民館　　必要な物：エプロン・三角巾など

●動くこどもの城「けん玉とこまあそび」（要申込）

　１月24日㈰　13時30分～　　定員：５歳～小学生20人

●おはなしキャラバンカーがやってくる！（要申込）

　たくさんの絵本が読めるキャラバンカー。おはなし会や

プレゼントもあるよ！

　１月10日㈰　10時～11時５分
　対象：未就園児・小学生　　定員：40人

●もちつき大会（要申込）

　１月17日㈰　10時～12時
　定員：小学生30人・幼児親子15組

●キッズエアロビクス（要申込）

　１月６日㈬　10時30分～11時30分　　定員：小学生20人
●茶道クラブ

　１月16日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●たこあげ大会（要申込）

　１月23日㈯　10時30分～11時30分
　定員：小学生20人

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960

氷見西新開59　TEL0897－57－6061西条西部児童館

広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【１月休館日】月曜日、１日㈮～３日㈰、12日㈫
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　第66回日本学校農業クラブ全国大会で入賞した西条

農業高校、丹原高校の生徒７人が、入賞の報告に市役

所を訪問。２年連続の受賞となる生徒もいるなど、将

来への抱負や希望を語る生徒たちに、市長からねぎら

いと今後の活躍への激励の言葉が贈られました。

11／17　祝！農業クラブ全国大会入賞11／８　監督就任１年目で大学野球３冠

11／29　防火・防災への思いを発表 11／10　火点めがけて放水！

　丹原文化会館で開催された「第11回西条市少年消防

クラブ大会」。少年消防クラブ員による研究発表や幼

年消防クラブ員による合奏・合唱、女性消防団員によ

る発表が行われ、防火・防災意識のさらなる高揚が図

られた有意義な大会となりました。

　消防技術の習得や初期消火活動の迅速性を競う「事

業所対抗屋外消火栓操法大会」を開催。自衛消防隊10

チームが参加し、１位に四国コカ・コーラボトリング

㈱、２位に今治造船㈱西条工場、３位に花王サニタ

リープロダクツ愛媛㈱が輝きました。

　「東京六大学2015春季・秋季リーグ戦」と「第64回

全日本大学野球選手権大会」を制した、早稲田大学野

球部の髙橋広監督（西条高校出身）が市役所を訪問。

髙橋監督の姿は多くの夢と感動を与えてくれました。

今後も、さらなるご活躍を期待しています。

　10月24日～26日に和歌山県で開催された第15回全国

障害者スポーツ大会に、愛媛県選手団として西条市か

ら参加された選手の皆さんが市役所を訪問。緊張しな

がらも、練習の成果を発揮できたことや、全国から集

まった選手たちと交流できたことを報告しました。

　南海トラフ巨大地震を想定し、石根小学校で行った

「総合防災訓練」。小松・石根地区を対象とした避難

訓練に始まり、防災士が加わった救出搬送・初期消火

訓練や、地元消防団が指導する土のう作成訓練に真剣

に取り組み、防災意識と技能を高めました。

11／17　全国大会で練習の成果を発揮！
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11／29　地域の力で災害への備えを万全に



　石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯで山岳競技体験

教室を開催し、市内の小中学生65人が参加。国際ルー

トセッターの東秀磯さんや愛媛県山岳連盟の皆さんの

指導で、リードとボルダリングに挑戦。この教室から

えひめ国体の選手が誕生することを期待しています。

11／29　ゴールめざして一歩ずつ

　２年後に迫った「愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会」をＰＲするため、10月31日には丹原高校の菊花展で、

11月７日・８日にはフジグラン西条で、11月14日・15日には西条市産業祭で啓発活動を実施。菊花展と西条市産

業祭では、それぞれの学校の生徒が制作した花飾りが来場者をお迎え。フジグラン西条では、両大会を説明した

パネルを展示しました。各イベントには国体マスコットのみきゃんが登場し、イベントを盛り上げました。

市内開催のイベントで「えひめ国体・えひめ大会」をＰＲ

パフォーマンスと競技力の向上をめざして～次世代育成支援スポーツ事業～

11／21　初めて体験するスポーツにわくわく

　トップアスリートをお招きし、11月15日にはバレー

ボール教室を、23日には陸上競技教室を開催。スキル

アップをめざす138人の次世代を担う子どもたちが参

加し、体の使い方や楽なフォーム作りなど基本から学

び、競技力の向上が図られました。

　米国メジャーリーグでコンディショニングコーチと

して活躍した立花龍司さんらをお招きし「ジュニアア

スリート競技力向上講習会」を開催。さまざまな種目

の競技者や指導者105人が参加し、パフォーマンスの

向上につながる正しい知識を得ることができました。

　元日本代表選手などトップアスリートによる指導の

もと、大人と子どもがさまざまな球技の楽しさを体験

した「ボールゲームフェスタ」。参加した小学生たち

は、初めて体験するスポーツに目を輝かせながら、懸

命にボールを追っていました。

え がお

国体マスコットのみきゃん登場国体マスコットのみきゃん登場 産業祭の花飾りはみきゃんの顔！産業祭の花飾りはみきゃんの顔！丹原高校生の力作！菊花展の花飾り丹原高校生の力作！菊花展の花飾り
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楽しかったです

　

大
会
に
は
市
内
の
方
だ
け

で
な
く
、
全
国
各
地
か
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
。
「
ロ
ン

グ
コ
ー
ス
」
と
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
て
市

内
各
所
を
走
り
、
西
条
市
の

魅
力
を
た
く
さ
ん
感
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
心
温
ま
る
楽
し
い
ラ

イ
ド
で
し
た
」
「
す
ば
ら
し

い
景
色
を
満
喫
し
ま
し
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

当
市
初
の
本
格
的
な

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

１_幻想的な雰囲気の黒瀬湖　２_川沿

いをさっそうと駆け抜ける　３_スター

ト直後の下り坂　４_古い街並みも走り

ます　５_ふれあいの里まであと少し　

６_うちぬきの水で渇きを潤す　７_上

り坂でも笑顔で手を振る　８_家族でス

イーツを満喫　９_二人並んで笑顔でゴ

ール　10_みんなで完走しました

大会の様子はFacebookにも掲載 西条市 サイクリング 検索

昨年11月22日に開催したサイクリング大会のカメラレポートをお届けします

１

２

３

４

８

６

７

５

９10



25 広報さいじょう　201 6　 1月号

　お子さんの写真に氏名・性別・生年月日、

住所、保護者の氏名、電話番号、 字以内のコメントを添

えて、誕生月の前月１日必着（当日消印無効）で下記の応

募先へ郵送・持参してください。掲載・非掲載に関わらず、

写真は返却できません。応募が多い場合は初めての方を優

先した上で、抽選します。

※１日が土・日・祝日の場合は、本庁のみ宿直に受付ボックス

　を準備しております。

※コメントは 字を超えると文字が小さくなり、読み取り

　にくくなります。

◎応募先　〒 － 　明屋敷 　

　　　　　西条市役所広報広聴課広報係　 － －

ふりがな

誕生日を迎える３歳以下の
　　　　　　子どもの写真募集



　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

石つ

わ蕗
咲
い
て
静
か
な
る
日
々
廻
り
来
る　

三
好
清
信

う
す
紅
の
山さ
ざ
ん
か

茶
花
散
り
ぬ
人
遠
し　
　
　

森
本
郁
子

枯
葉
踏
む
足あ
う
ら裏
に
残
る
遠
き
日
　々
　
　

松
木
康
子

枯
葉
舞
い
錬れ
ん
が瓦

歩
道
に
重
な
り
て　
　
　

森　

隆
子

朝
露
を
踏
ん
で
近
道
バ
ス
停
へ　
　
　
　

高
橋　

和

鵙も
ず

飛
ん
で
秋
の
風
の
透
き
と
ほ
る　
　
　

眞
鍋
正
利

芋
煮
会
畑
の
友
の
団
ら
ん
日　
　
　
　

髙
塚
フ
ミ
子

霧
雨
の
続
く
夜
長
の
鍋
か
こ
み　
　
　

塩
見
眞
由
美

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

藤

原

眞

佐

美

選

一
輪
の
花
足
の
痛
み
を
や
わ
ら
げ
る　
　

神
尾

子

あ
あ
あ
れ
ね
分
っ
た
振
り
も
処
世
術　
　

越
智
幸
子

か
が
む
背
に
陽
ざ
し
一
杯
ぽ
っ
か
ぽ
か　

髙
塚
啓
子

団ど
ん
ぐ
り栗

の
落
ち
て
跳
ね
て
く
反
抗
期　
　
　

三
好
清
信

カ
レ
ン
ダ
ー
後
一
枚
に
急
か
さ
れ
る　

木
原
恵
美
子

笑
顔
見
せ
訪
問
看
護
今
日
も
見
え　
　
　

眞
鍋
正
利

恙つ
つ
が

な
く
暮
ら
し
て
お
で
ん
旨
い
こ
と　
　

三
谷
福
美

落
葉
掃
き
前
へ
前
へ
と
掃
き
清
め　
　
　

近
藤
美
鶴

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

藤

田

虎

雄

選

連
日
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
日
本
沸
く
明あ
し
た日

も
佳よ

き
事
あ

り
そ
な
気
が
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

薫

久ひ
さ
か
た方
の
空
の
高
さ
や
再
診
の
異
常
な
く
愁し
ゅ
う
び眉
ひ
ら
き

て
帰
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
百
合
子

年ね
ん
い
ち一
の
眼
科
検
診
無
事
終
え
て
瞳
孔
散
大　

太
陽
ま

ぶ
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
根
祐
子

大お
お
ぐ
す楠
は
二
本
一
体　

そ
の
前
で
記
念
の
写
真　

い
い

夫
婦
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
本
郁
子

温
か
き
初
冬
の
畑は
た

に
葉は
む
し虫
取
る
蛙
居
て
蝶
も
飛
び
て

途と
ま
ど惑

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
利
枝

「
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
よ
」
こ
れ
は
私
の
お
守
り
父

の
残
せ
し
最
期
の
こ
と
ば　
　
　
　
　

奥
村
三
重
子

ト
イ
レ
に
行
く
夫つ
ま

に
肩
貸
す
お
役
目
の
た
だ
そ
れ
だ

け
の
今
日
の
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
容
子

人
生
の
山
坂
越
え
し
老は

は母
笑
ふ
過
去
た
ぐ
り
寄
せ
全

て
感
謝
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
清
賀

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　
作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書

等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

西条市の魅力をお伝えします！

さいじょうムービーチャンネル

　石鎚山や西条まつりなど、西条市の魅力をインター

ネット動画共有サービス「YouTube」で随時公開中！

　市内観光スポットや名物など、新作動画もどしどし

更新予定です。ぜひ、ご覧ください。

ムービーチャンネル、広報番組のお問い合わせ先　市庁舎本館３階　広報広聴課　広報係　TEL0897－52－1204

さいじょうムービーチャンネル 検索

広報番組 キャッチボール西条
ケーブルテレビ　ハートネットワーク

　新居浜市・西条市のケーブルテレビ局「ハートネッ

トワーク」で、市長や職員が市政情報・旬の話題など

をお届けする西条市広報番組を放送中！

　広報番組は、市ホームページでも公開しています。

ケーブルテレビの視聴・契約方法などは、ハートネット

ワーク（TEL0897－32－7777）へお問い合わせください。

放送チャンネル 111ch・121ch放送チャンネル 111ch・121ch

26広報さいじょう　2016　 1月号



　

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
人
権

問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
の

結
果
で
「
あ
な
た
の
職
場
で
、
人

権
に
つ
い
て
の
研
修
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し

て
、
研
修
が
「
必
要
」
が
39
％
、

「
必
要
な
い
」
が
37
％
で
同
じ
よ

う
な
割
合
で
し
た
。

　　

企
業
が
人
権
教
育
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
経
済
的
な
利
点
が
な
い
、

時
間
的
余
裕
が
な
い
と
い
う
声
を

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
人
権

の
視
点
を
持
っ
て
企
業
経
営
を
す

る
と
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
従
業
員
に
対
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ

ワ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
タ
ニ

テ
ィ
な
ど
）
の
撲
滅
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
な
ど
、

誰
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場

と
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

従
業
員
が
働
き
や
す
い
職
場
で
あ

れ
ば
、
業
績
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

消
費
者
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
と
、

企
業
の
評
価
が
高
く
な
り
、
株
主

や
投
資
家
に
安
定
し
た
利
益
配
当

が
見
込
め
ま
す
。

　

次
に
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
、

企
業
が
提
供
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
安
全
性
の
確
保
や
顧
客
情
報

の
適
切
な
管
理
に
よ
る
安
心
感
だ

け
で
な
く
、
事
業
所
や
店
舗
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
取
引
先
に
と
っ
て
は
、

不
法
就
労
や
強
制
労
働
な
ど
の
防

止
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令

遵
守
）
の
向
上
に
よ
り
、
安
心
し

て
取
引
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
社
会
に
と
っ
て

で
す
が
、
環
境
汚
染
対
策
、
雇
用

創
出
、
資
源
調
達
や
流
通
に
地
域

を
優
先
す
る
企
業
が
存
在
す
る
こ

と
で
、
生
活
環
境
が
保
全
さ
れ
、

そ
の
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

近
年
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
が
自
ら

の
事
業
活
動
に
よ
り
環
境
や
社
会

に
及
ぼ
す
影
響
へ
の
責
任
）
が
世

界
的
に
当
然
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０

（
あ
ら
ゆ
る
組
織
の
社
会
的
責
任

の
国
際
規
格
）
に
７
つ
の
原
則
が

あ
り
ま
す
。
①
説
明
責
任
②
透
明

性
③
倫
理
的
行
動
④
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
利
害
の
尊
重
⑤
法
の
支

配
の
尊
重
⑥
国
際
行
動
規
範
の
尊

重
⑦
人
権
の
尊
重
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
は
社
会
の

一
員
と
し
て
率
先
し
て
、
人
権
に

つ
い
て
の
研
修
や
啓
発
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

№117№117
人権尊重は企業の責務

　西条市教育委員会

石油ストーブなど暖房器具による
火災にご注意！

　火災を防ぐために、暖房器具の正しい取り扱い方法

を再認識しておきましょう。

【暖房器具の火災を防ぐ３つのポイント】
○給油・移動のときは完全に火を消す！

　転倒や燃料がこぼれる場合もあり、危険です。必ず

火が消えたのを確認しましょう。

○周囲には燃えやすいものを置かない！

　スプレー缶などをストーブやファンヒーターの近く

に放置すると、破裂や爆発のおそれがあります。また、

カーテンや衣類、布団などの近くでは絶対に使わない

ようにしましょう。

○人のいる場所で使う！

　寝ているときに使うのは、誰もいないのと同じです。

就寝時や外出時は、必ず火を消しましょう。

風呂場の事故に注意しましょう！

　冬場に、暖房の効いた部屋から寒い風呂場に行くと

きに、思わず体が「ブルブルッ」と震えることがあり

ませんか？

　このとき、急激な温度差によって血圧が急激に変化

し、心臓に大きな負担をかけています。この状態のこ

とをヒートショックと呼びます。

　特に高齢者の方に発生しやすく、全国的にもヒート

ショックによる風呂場の事故で、多くの方が亡くなら

れています。

　症状としては、意識消失・心筋梗塞・脳卒中によっ

て、死亡するケースが考えられます。

　予防方法として、脱衣所や浴室を暖めておく、お湯

の温度を低く設定する、家族に声を掛けて入浴するこ

となどがあります。対策を十分に取りましょう。また、

適切な応急手当も身につけておきましょう。

愛顔の子育て応援アプリ「きらきらナビ」

　結婚から妊娠、出産、子育てに役立つスマートフォ

ンアプリを配信（平成27年12月下旬～）。ライフステ

ージに合わせたイベント情報や、相談事例集、先輩パ

パ・ママの体験談などをお届けします。

ホームページ同時公開　http://ehime-kirakira.com/

問合せ　愛媛県子育て支援課

　　　　TEL089－912－2410

　　　  アプリのダウンロードはこちら

▲

市民救命士養成講習会

　西条市では、毎月第３日曜日を「応急手当の日」と

定め、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を含めた心肺蘇

生法の講習を行っています。多数の皆さんの参加をお

待ちしています。

■日　時　１月17日㈰　９時～12時
■場　所　西消防署２階救急実習室

■申込先　西消防署　救急係　TEL0898－68－0119

　　　　　東消防署　救急係　TEL0897－55－0119

え がお
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■行政相談

○１月12日㈫　10時～12時　東予総合支所１階第１会議室
　２月２日㈫　10時～12時　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134

○１月12日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　１月26日㈫　９時～12時　田野公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線229

○１月12日㈫　13時～15時　西条公民館
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○１月22日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線215

■人権相談

　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　８時30分～17時15分

　松山地方法務局西条支局

　問合せ　松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110

　　　　　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■法律相談　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）

　事前予約が必要。先着順（予約受付は１月４日㈪～）
　※解決の糸口となる助言を行います。

　※相談内容はできるだけ整理しておいてください。

○１月13日㈬・27日㈬　13時～17時　市庁舎新館１階広報広聴課
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○１月20日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134

■消費生活相談

　月～金曜日（祝日・年末年始除く）８時30分～17時15分

　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1495

　各総合支所総務課（電話番号は13ページ上段掲載）

■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）

　１月19日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　中央公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　TEL0898－68－3373　担当：池田

■不動産無料相談

　１月８日㈮　13時～15時　
　西条宅建協会（明屋敷57－11兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　西条宅建協会　TEL0897－55－0988

■無料不動産相談

　１月12日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■社会保険等相談

　１月14日㈭　10時～16時　東予総合支所１階会議室
　問合せ　市庁舎新館２階産業振興課　TEL0897－52－1482

■若者就労支援出張相談会

　１月12日㈫・19日㈫・26日㈫　13時～17時　ハローワーク西条
　問合せ　東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181

■子育て相談

◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）

　日曜日・祝日　10時～15時　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」 TEL0897－55－1018

　※１月16日㈯　10時～12時　「たんぽぽくらぶ」でも専門的
　　な相談を実施します。

◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）

　○ひだまり　　　総合福祉センター内　TEL0897－55－1018

　○おさなごゆめの城　　飯岡保育園内　TEL0897－55－2311

　○らっこ・はうす　　東予南保育所内　TEL0898－64－3112

　○たんぽぽくらぶ　　小松東保育所内　TEL0898－72－2538

　○さくらんぼ　　中川さくら保育園内　TEL0898－73－2141

　○元気にこにこ堂　紺屋町商店街フロム２階　TEL090－7624－9420

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分

◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日・年末年始除く）

　市庁舎本館１階子育て支援課、東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談

　月～金曜日（祝日・年末年始除く）市庁舎本館１階子育て支援課

　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談

　火・水・金曜日（祝日・年末年始除く）市庁舎本館１階子育て支援課

　月・木曜日（祝日・年末年始除く）東予総合支所市民福祉課

　問合せ　市庁舎本館１階子育て支援課　TEL0897－52－1373

　　　　　東予総合支所市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

■心配ごと相談

○総合福祉センター（もてこい元気館）　TEL0897－53－0880

　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　TEL0898－64－2600

　金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時

○丹原福祉センター　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時

○小松地域福祉センター　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時

　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■補聴器相談会

　１月20日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
                    　　　　　　 東予総合支所１階第１会議室

　問合せ　市庁舎本館１階社会福祉課　TEL0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会

　１月21日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）TEL0897－53－1803

■お酒の悩み相談

　１月27日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本

■青少年電話相談

◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付（年末年始を除く）

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

■各種団体
　○創作の家　陶芸クラブ
　○てんまり

　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）
■問合せ　社会福祉協議会　TEL0898－64－2600



■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。相談には助産師・保

育士・保健師・栄養士などの専門スタッフ

が応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や、保護者の方が気軽に

おしゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談

◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター  １月４日㈪・２月１日㈪
○東予保健センター　１月13日㈬・２月８日㈪
○丹原保健センター　１月18日㈪・２月15日㈪
○小松保健センター　１月25日㈪・２月22日㈪

■こころの相談（要予約）

　生活上の問題、治療、社会復帰などに関
する心の健康相談に応じます。

○日時　１月25日㈪　14時～16時
○場所　東予保健センター

○担当　医師および保健師

○申込先　中央保健センター

■西条保健所情報

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　１月26日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　TEL0897－56－1300

■１月の献血

◆建設業協会西条支部　１月14日㈭
　９時40分～11時30分・12時30分～14時

◆西条市役所　１月15日㈮
　９時30分～12時

◆フジ東予店　１月20日㈬
　10時～12時30分・13時30分～16時

　（東予ライオンズクラブの協力）

○問合せ　愛媛県赤十字血液センター

　　　　　TEL089－973－0755

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。15日㈮　９：30～11：00　徳田公民館

12日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

８日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

７日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

４日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

▼１月・２月の日程等 　　　　　　　　　　　※申し込みは前日まで受付

日　時　１月30日㈯　14時～
場　所　銅夢にいはま（新居浜商業振興センター）研修室１

　　　　新居浜市泉池町10番１号

内　容　集団予防接種の際の注射器の回し打ちによるＢ型肝炎ウイルス

　　　　感染被害で、国から和解金支払いなどの救済を受けるための手

　　　　続きについて（無料・事前予約必要なし）

問合せ　全国Ｂ型肝炎訴訟広島弁護団事務局　TEL082－223－6589

体の中から健康になる　食事のつぼ講座

Ｂ型肝炎訴訟・新居浜市説明会のお知らせ

ラジオ体操グループ紹介

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

19日㈫
21日㈭

26日㈫

20日㈬
14日㈭

５日㈫

28日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成27年９月１日～
９月30日の出生児

平成27年９月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成26年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成24年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編

２月15日㈪

２月26日㈮

カロリー編 受講時間

１月22日㈮

１月29日㈮

小松保健センター ２月29日㈪

丹原保健センター

２月19日㈮

グループ名　はつらつ健康体操

活動場所　　神拝公民館

活動日　　　毎週木曜日

コメント　　

　週１回集まって、ラジオ体操を含

め、いろいろな体操を１時間ほどや

っています。毎回、来て良かった、

楽しかったと思える時間です。「親睦と健康」をモットーに、いつまで

も若さをキープしたいと思います。

１月の乳幼児健康診査
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広 告 欄 広 告 欄

※当番病医院は変更する場合があります。受診される方は各病医院

　か、テレホンサービスTEL0897－58－2200でご確認ください。

平日夜間 19時～22時 休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）

休日 休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）

10
㈰
11
㈪

18時～22時
24
㈰
31
㈰

西条中央病院
0897-56-0300

村上記念病院
0897-56-2300

済生会西条病院
0897-55-5100

西条中央病院
0897-56-0300

西条中央病院
0897-56-0300

済生会西条病院
0897-55-5100

村上記念病院
0897-56-2300

西条中央病院
0897-56-0300

内 外 内 外

内 外内 外

17
㈰

村上記念病院
0897-56-2300

済生会西条病院
0897-55-5100

内 外

：内科 ：外科内 外

18時～22時
４
㈪
５
㈫
６
㈬

12
㈫
13
㈬
14
㈭
15
㈮
16
㈯
18
㈪

19
㈫
20
㈬

７
㈭
８
㈮
９
㈯

28
㈭
29
㈮

飯尾皮フ科泌尿器科
0898-64-5577

行本医院
0898-66-0609

いしづちやまクリニック
0898-68-8885

済生会西条病院
0897-55-5100

横山病院
0898-72-2121

西条市民病院
0898-72-4111

松本整形外科
0897-52-1011

田渕外科
0898-65-5651

今井クリニック
0898-68-8118

横山病院
0898-72-2121

村上記念病院
0897-56-2300

今井クリニック
0898-68-8118

平田クリニック
0898-76-2256

西条市民病院
0898-72-4111

松本整形外科
0897-52-1011

田渕外科
0898-65-5651

西条中央病院
0897-56-0300

飯尾皮フ科泌尿器科
0898-64-5577

いしづちやまクリニック
0898-68-8885

行本医院
0898-66-0609

平田クリニック
0898-76-2256

西条中央病院
0897-56-0300

村上記念病院
0897-56-2300

21
㈭
22
㈮
23
㈯
25
㈪

30
㈯

26
㈫
27
㈬

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

年始

１
㈮

２
㈯

18時～22時9時～18時
休日夜間急患センター
0897-52-2001
西条中央病院
0897-56-0300

内

内

内

休日夜間急患センター
0897-52-2001
済生会西条病院
0897-55-5100

済生会西条病院
0897-55-5100

西条中央病院
0897-56-0300

外

外

休日夜間急患センター
0897-52-2001
市立周桑病院
0898-64-2630

西条中央病院
0897-56-0300

内

内

内

市立周桑病院
0898-64-2630

休日夜間急患センター
0897-52-2001
西条中央病院
0897-56-0300

外

外

３
㈰

村上記念病院
0897-56-2300

外

休日夜間急患センター
0897-52-2001
済生会西条病院
0897-55-5100

済生会西条病院
0897-55-5100

休日夜間急患センター
0897-52-2001
村上記念病院
0897-56-2300

外

９時～18時 内 外

内

１月の当番病医院

▲

当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院でご確認ください。　

▲

急病以外は診療時間内に受
診しましょう。　

▲

休日夜間急患センターは限られたスタッフで運営をしているため、インフルエンザなどの流行時には

待ち時間が長くなる可能性があります。　

▲

休日夜間急患センターは年始も診療を行います。１月１日㈮から１月３日㈰
までの間、９時から18時まで、内科・外科の救急患者（軽症の方）に対して応急診療を行います。
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■当番病医院
　０８９７ー５８ー２２００（常　時）
■災害情報
　０８９７ー５５ー５５５１（発生時）

平成27年11月末日現在

住民基本台帳登録数

 ( )内は前月比

人口 112,254人（＋ 3 9 人）
　男　54,006人（＋ 5 3 人）
　女　58,248人（－ 1 4 人）
世帯　50,050世帯(＋ 8 6 世帯）

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.125　オオハクチョウ（冬鳥）
　全長140cm、ユーラシア大陸北部の繁殖地から主に北海道、

東北、北陸地方の湖に渡来する大型の冬鳥です。山陰地方で越

冬しているコハクチョウよりは一回り大きく、くちばしの形の

違いが識別点。西条では2003年11月に高須の水田地帯で、2014

年12月には加茂川河口で、それぞれ幼鳥が観察されました。

広 告 欄 広 告 欄

開催まであと 20カ月
西条市開催６競技のうち山岳（全種別）は

石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯと

西部体育館で開催。

　せり・なずな・ごぎょう・はこべら・ほとけのざ、

すずな、すずしろ、これぞ七草♪

　お正月の１月７日、新年を祝うとともに、１年の無

病息災と五穀豊穣を願い、全国の多くの食卓でふるま

われる「七草がゆ」。おせち料理とともに、日本古来

の食文化として今も多くの日本人から愛される、新年

を祝う代表的な食べ物です。

　西条市は、この「七草」の生産量日本一。新年早々、

地元の学生や地域の人々が朝早くから農場でパック詰

めに従事する姿は、今やすっかり西条の風物詩です。

　30年前に地元の主婦のアイデアで始められたこの七

草は、昨年ついに100万パックの出荷を達成！　「西

条の七草」はますますその名を全国に知られるところ

となりました。

　西日本最高峰石鎚の麓、名水うちぬきと温暖な環境

の下で育まれ、鮮度を保つため、年が明けてたった４

日間で収穫される「西条の七草」は、栄養たっぷりで

抜群のおいしさ！　１月７日は、西条の誇る七草がゆ

を食べて、元気に今年１年をスタートさせましょう！

■日程　１月７日㈭　10時～12時
■場所　ＪＲ伊予西条駅前、ときめき水都市、

　　　　みのりちゃん市場、ＪＡ西条新居浜直販所、

　　　　食の創造館

　※直販所での開始時間は場所によって異なります。

　※数量限定、なくなり次第終了。

■問合せ　西条市農業協同組合　営農振興課

　　　　　TEL0897－56－9000

■問合せ

　市庁舎新館２階　観光物産課

　物産・ブランド推進係

　TEL0897－52－1380

日本一の生産量！

西条の七草

ふるさと産品通信

七草がゆをふるまいます
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広 告 欄 広 告 欄

２/７ 総合文化会館小ホール
①11時開演　②14時開演

日

入場料 中学生以上　1,500円
こども　　　　500円
おやこペア　1,700円
※０歳から入場可。
※満２歳までひざ上鑑賞無料。

春風亭小朝独演会春風亭小朝独演会春風亭小朝独演会
３/10 木

入場料

Ｓ席自由：3,000円
　　　　（当日3,500円）
Ａ席自由：2,500円
　　　　（当日3,000円）

※未就学児の入場はご遠慮

　ください。

※前売券完売時には当日券

　なし。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】毎週月曜日（11日開館）、１日㈮～３日㈰、12日㈫、13日㈬

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

TEL0898－68－3555

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原文化会館１

10：00

全　館

平成28年　西条市成人式

500円

TEL090－2891－3394レッスンスペース（河野）9：30

日

レッスンスペース発表会「スペース・コンサート」 10：00

吹奏楽クリニック

13：00

６

第11回　西条市公民館フェスティバル

9：00

無　料

TEL0898－65－4030中央公民館
9：00 大ホール

水

10 13：30 大ホール日

17

吹奏楽クリニック

無　料

日 無　料

24

31

日

9：00

小ホール

大ホール

全　館 500円

市教育委員会社会教育課 TEL0897－52－1254

9：30

丹原文化会館 TEL0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【１月の休館日】毎週月曜日（４日・11日開館）、１日㈮～３日㈰、５日㈫、12日㈫、13日㈬

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

１

社交ダンス

めぐみえんじ発表会

大ホール

8：30

27 水

24 日

西条市文化協会　芸術文化賞贈呈式

TEL0897－55－3052

無　料

30 土

めぐみ保育園・幼稚園 TEL0897－55－3442

神拝保育園

9：30

古川保育園　発表会

無　料
※指定席

（一部自由席あり）

大ホール

23 土

展 示 室
日本人に最も愛された３人の国民画家
日本画壇の三山展（横山大観・東山魁夷・平山郁夫）

小ホール

月11

市教育委員会社会教育課

TEL0897－55－2846

平成28年　西条市成人式

無　料

9：50

無　料

無　料

神拝保育園　発表会

大ホール9：00 9：30

14：0013：30

小ホール12：00 1000円

小ホール

大ホール10：30

無　料10：00

月４ 市総務課 TEL0897－52－1256新年市民祝賀会 無　料11：00

10 日

16 土

10：00

9：00

市教育委員会社会教育課 TEL0897－52－1254

フレンド曽我部ダンス TEL090－3184－4177

古川保育園 TEL0897－55－7143

株式会社WAO! TEL0120－001286
22

～

24

金

～

日

10：30

8：30 9：00

大ホール

無　料

葵歌謡愛好会（越智）

TEL0897－52－1628

総合・丹原文化会館他でチケット販売中！ いけば ゆう

総合・丹原文化会館他
でチケット販売中！

親子で楽しむクラシック名曲コンサート

こどもオペラ　ゆうちゃんのハッピークッキーエブリディ

親子で楽しむクラシック名曲コンサート

こどもオペラ　ゆうちゃんのハッピークッキーエブリディ

13時30分開演
総合文化会館小ホール

20周年記念　葵歌謡愛好会　新春歌の祭典
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	さいじょう2016年1月号_P02
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	さいじょう2016年1月号_P07
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